
5 仙 谷地区の分布調査報告

―妻木晩田遺跡第9次分布調査―
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1 棘 成配 商 荘

である 急 俊なrl面であり 道 構を示すような痕鯨は認

められなかった

ルート0

仙谷 1号速から南東にのびる窺い嵐根と2区から篇西

にのびう尾根である

仙谷 1号基の東舶では 以 前の調査て報告きれている

1辺約 9nの 方形の高まり (原回2602)を 追譲した

その篤には鴨3■ の移球地形お罷 あられた

1,釣 らゝ高東にのJを 尾根は 倒 木の広がうお̀瀬査

であり畑核の磁家は因嬢であるかヽ 藤高摘 55mで 長さ

0コ  輌 4Dの 平坦地が1節 新認められた

2区から高西にのする尾偶は 尾 根幅がやや狭く前剛

が深い谷となつている 騎 葛70n付 近に平担地が訪

られた 擦 高SO～ 100コ にか テヽては 等 高線lt描つて

璃の換い段状の地形わ霊 められ 新 ウ返すように連続し

ていとことおら山道の可能性があ`

3 ま とめ

踏査球 果 仙 谷地動 尾根ム 斜面釈 谷都11おい

て 平 坦地や落ち込みのが'力霊 められた

現況では マ ウンド状の高まうなどの抜基を示唆する

地形は認められなかつた,く 弥生時代の簿 立地する

1区かち北にのびる尾根 (ルート0 仙 谷 I号基から

北にのひち嵐根 (ルート◎ t平坦地が多く分布してい

る点は注目される

これらの地形の性格を明うかにすることか今後の課題

である               (長 におおう)

【査】

(1)如 00(平 成 12)■ E(行 われた田■日=tヽ いてヽこれら

り平題題に薩露されている (原回2し )

【0青 却

円騒0せ I的41整 木新山勘   「奏本山お車辞ま塩鞭 有=―
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Ⅲ原斉 如01「分千日営についてJ「京本瞬口遺騎受弱関ほ研究■

設 mけ 転面電ま掲 応 取車 資
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